
年末年始のｔｖｋは「映画の時間」も盛りだくさん！
スラムダンクの劇場版４作品ほか、話題作を続々放送

2020-12-17

故郷を遠く離れて暮らす家族が、一同に帰って来る
お正月。選んだ方法はマイカー帰省だが…
「何で何で…こんなに苦労しなきゃならねえんだ。」

出演：萩原健一、黒木瞳 ほか
１９９１年 日本
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■ドリーム・スタジアム
１月１日(金・祝） 午後１時３５分～３時５０分

落ちこぼれサラリーマンが、突然宿った能力で
プロ野球一軍デビューする。
しかし、ジャーナリストが取材を続けるうちに、
謎を抱き始める…

出演：萩原聖人、牧瀬里穂 ほか
１９９７年 日本

■渋滞

１２月２０日（日） よる８時～９時５０分

闇の世界で日々の糧を得る佐之助は、
行きつけの酒亭で謎の男から儲け話に誘われる。
狙うのは、逢魔が刻、さる商家に眠る七百両。
一攫千金の夢を見た男たちの闇の歯車が回り始める…。

出演： 瑛太
緒形直人 大地康雄 中村蒼
蓮佛美沙子 高橋和也 石橋静河
津嘉山正種 中村嘉葎雄 ／ 橋爪功

２０１９年 日本

■闇の歯車

１月１日(金・祝） 午前１１時３０分～午後１時３５分

株式会社テレビ神奈川（＝横浜市中区、以下ｔｖｋ）は、年末年始にかけて「映画の時間」を拡大して
放送いたします。

１月１１日（月・祝）からのスラムダンク劇場版４作品の４夜連続での放送など、注目のラインナップ
から目が離せません！

新型コロナウイルスの感染が拡大するなか、年末年始のおうち時間は、ぜひｔｖｋをご覧ください！

©2019「闇の歯車」製作委員会



■ｂｌａｎｋ１３
１月３日（日） 深夜０時～１時３０分

突然失踪した父。
空白の１３年間が父の死後に埋まっていく―
実話に基づく、ある家族の物語。

出演：高橋一生、松岡茉優、斎藤 工 ほか
２０１７年 日本
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ⓒ 井上雄彦・アイティープランニング・東映アニメーション

■スラムダンク（劇場版）
１月１１日（月・祝） よる１０時～１０時３５分

強豪・武園高校との練習試合に意気込んで望んだ
湘北バスケ部。
武園のエースセンター・小田竜政から、中学時代に
遊んでいたおまえにバスケをやる資格はない、との
のしられる花道は、試合が始まっても無様な姿を晒す。
だが、晴子の声援ですべてが変わる。

１９９４年 日本
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■小さな橋で
１月２日（土） 午後４時～５時５０分

「北の国から」の杉田成道監督が描く、
新たな家族のものがたり。

出演：松雪泰子、江口洋介 ほか
２０１７年 日本

■芝公園
１月１０日（日） よる８時～９時５０分

「柴こそ、我が人生。」
柴連れおっさんたちの壮大なる無駄話。
「おっさん×柴犬×会話劇」という斬新な組合せが

話題となったドラマ「柴公園」が、劇場版で帰ってきた。

出演：渋川清彦、大西信満、ドロンズ石本 ほか
２０１９年 日本

©2019「柴公園」製作委員会



■スラムダンク 湘北最大の危機! 燃えろ桜木花道
１月１３日（水） よる１０時～１０時４５分

海南戦に破れ、全国大会出場に向けてもはや
崖っぷちの湘北は日々練習にあけくれていた。
そんなある日、湘北に緑風高校から練習試合が
申しこまれる。

１９９５年 日本
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■マネーボール
１月２４日（日） よる８時～９時５０分

ブラッド・ピット主演×『ソーシャル・ネットワーク』の
タッグで贈る。
メジャーリーグの常識を覆した、真実の物語。

出演：ブラッド・ピット ほか
２０１１年 アメリカ

■スラムダンク 全国制覇だ！桜木花道
１月１２日（火） よる１０時～１０時５０分

湘北高校バスケ部の次の対戦相手は、
津久武高校。
試合は津久武ペースで進むが、後半リバウンド
を取ることに専ら専念した花道の活躍で、徐々に
試合は湘北ペースに。

１９９４年 日本

■スラムダンク
吠えろバスケットマン魂！花道と流川の熱き夏
１月１４日（木） よる１０時～１０時４５分

「一日でいいから、流川先輩ともう一度プレイしたい」
それが、一日も早い手術が必要なイチローの最後の
願いだった。
晴子の計らいでイチローの夢が叶い、湘北メンバーと
練習試合をすることになった。

１９９５年 日本
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